
谷
川
俊
太
郎
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

き
ょ
う
も

き
の
う
も

お
と
と
い
も
。

図
書
館
に
い
っ
て

谷
川
俊
太
郎
の
本
を
三
冊
借
り
る

日
曜
の
図
書
館
は

平
日
よ
り
も
疲
れ
た
顔
を
し
て
い
る

バ
ス
停
前
の

い
つ
か
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
喫
茶
店
は

知
ら
な
い
う
ち
に
つ
ぶ
れ
て
い
た

そ
の
隣
に
あ
る

い
つ
か
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
大
杉
医
院
は
健
在
だ

喫
茶
店
よ
り
病
院
の
ほ
う
が

寿
命
が
長
い
と
い
う
こ
と
な
の
か

谷
川
さ
ん
の
詩
集
を
読
み

谷
川
さ
ん
に
つ
い
て
少
し
書
く

エ
ッ
セ
イ
を
と
い
う
注
文
な
の
に

な
ぜ
か
行
分
け
詩
に
な
っ
て
し
ま
う

谷
川
さ
ん
を
読
ん
だ
せ
い
で

か
ら
だ
が
行
分
け
詩
の
リ
ズ
ム
に
侵
さ
れ
た
ら
し
い

お
と
と
い

谷
川
俊
太
郎
を
遠
目
に
見
た

谷
川
俊
太
郎
が
し
ゃ
べ
る
の
も
聞
い
た

四
月
七
日

人
・
平
田
俊
子
さ
ん
の
詩
集
『
詩
七

日
』。
最
終
候
補
作
品
六
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
選
考
委
員

と
、
最
終
選
考
に
残
っ
て
い
た
候
補

者
・
作
品
名
・
出
版
社
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

□
５
人
の
選
考
委
員

天
沢
退
二
郎（
詩
人
・
評
論
家
・
仏

文
学
者
）、清
水
哲
男（
詩
人
）、司
修

（
画
家
・
作
家
）、
富
岡
多
恵
子
（
詩

人
・
作
家
）、
吉
増
剛
造
（
詩
人
）。

□
最
終
候
補
者
と
作
品

川
崎
洋
『
埴
輪
た
ち
』（
思
潮
社
）、

八
木
忠
栄『
雲
の
縁
側
』（
同
）、ま
ど

み
ち
お
『
た
っ
た
っ
た
』（
理
論
社
）、

佐
々
木
幹
郎
『
悲
歌
が
生
ま
れ
る
ま

で
』（
思
潮
社
）、
高
貝
弘
也
『
半
世

記
』（
書
肆
山
田
）、平
田
俊
子『
詩
七

日
』（
思
潮
社
）。

「
第
十
二
回
萩
原
朔
太
郎
賞
」
の

選
考
委
員
会
が
九
月
四
日
、
東
京
で

行
わ
れ
、
九
日
、
前
橋
文
学
館
で
高

木
市
長
が
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

朔
太
郎
賞
に
決
ま
っ
た
の
は
、
詩
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